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長さをα＋わと目盛れば，P（訂，y）の値が直接読みと  

れる．以下では平行軸をこのように目盛っておくこと  

にしよう．  

1はじめに 線形計画法の図解といえば，図1のよ  

うな直交座標平面上のものが大部分であるが，ここで  

は，直線座標系を用いた図解を試みる．  
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図 1   

2直線座棟系  図2のように，祝をヨコ軸，むをタ  

テ軸とする直交座標平面上それぞれ，む＝0，γ＝0  

および祝＝1，り＝0を通るタテ軸に平行な2本の直線  

を引き，これらを，y－軸およぴェー軸とする．実数の  

対（〇，y）に対して，∬一軸上の点∬およびy－軸上の点  

yを結ぶ直線を対応させるのが直線座横系である．   

直交座標系で，点（叫0）を通るタテ軸に平行な直線  

を平行軸と呼ぼう．この平行軸と，α直線（∬，y）’’との  

交点のタテ座標uは  

図  2   

3 一次不等式  一次不等式  

g（∬，封）＝α才＋ね≦c  （4）  

はむ一軸上謹言に立てた平行軸上の目盛りがcより大  

きい所で，‘‘直線（諾，封）’’がこれと交わらないことを  

要求している．平行軸のこの部分をgの制約半直線と呼  

ぶ．もっとも，制約半直線はα＋ぁの符号によって，上  

向きにも，下向きにもなるので，それに応じて上側制  

約半直線，下側制約半直線などと呼ぶことにしよう．ま  

た，制約半直線の始点を境界点と呼ぶことにする．‘‘直  

線（∬，封）’’が不等式をみたしているとき，この直線と  

平行軸の交点と境界点の目盛りの差が，解（∬，封）のこ  

の不等式に関する余裕を示し，線形計画法におけるス  

ラック変数の備に対応する．   

連立一次不等式の場合には，複数本の上側－および  

下側半直線が現れ，そのどれをも横切らない‘‘直線，が  

許容解に対応する．それゆえ，これを許容直線と呼ぶ  

ことにしよう．さらに，上（下）側制約半直線の凸包を  

上（下）側制約凸包と呼ぶことにすれば，上側および下  

側の制約凸包が重ならず，その間に隙間－－これを許容  

帯という－－があれば，連立一次不等式が解をもつこと  

U＝∽＋（1－可y  
（l）  

である．   

ところで，一次式  

中（∬，y）＝α∬＋ね（α＋む≠0）  （2）   

は  

由）＝（α＋り［孟∬＋（ト議）」（3）  

と書きかえられるから，この式の【】内の値は，図2  

で計算できる・すなわち，‘‘直線（∬，y）ガと平行軸との  

交点の高さがこの値である．さらに，平行軸上の単位  
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になる．  限り許容直線をせり上げて最適“解直線”に到達して  

プロセスが完結する．  

図  3 

3 シンプレックス法  線形計画法問題  
図■  4   

さて，最適解直線がえられトニれが制約半直線β1  

およびβ2の上の境界点「lお上び「1を極ろ車・，のと  

しよう・（図5参照）このとき．．り．1に関すろ制約条件が  

緩んで，Clがcl一十1に増えれば．境界点rlが・一目  

盛り上方のCiに移動し．最適“解直線”幸・，Gを支  

点としてqまでせりHl二げられろ上うになり．最適解  

直線とJ－軸の交点も上方に移動する．そして．その  

移動分を．ト軸上の目盛りで読んだ値がガ1の条件に  

関するシャドウ・プライスに対応する．  

J（ヱ，封）＝p∬＋抑   

β・f・gl（訂，封）  

蛮（ご，封）  

g3（∬，訂）  

mα〇！（p＋9＞0）  

α1∬＋む1封≦cl  

α2：ご＋む2y≦c2  

α3：ご＋わ3y≦c3  

g≧0， y≧0  
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をシンプレックス法で解くことを考える．一般性を失  

うことなく，  

一 

α1＋む】．＝α2＋わ2＝α3＋わ3＞0   

を仮定する．さらに，  

（10）  

Cl＞0・匂＞0，C3＞0  （11）  

ならば，許容解が存在する・また川＝荒に平行軸を  

引き，単位長さをp＋9で目盛って，これを／－軸と  

すれば，これから目的関数の値が直接読みとれる．こ  

のような状況を示したのが図4である．線形計画の問  

題は，許容直線（ご，‾訂）のうちでJ－軸との交点の目盛  

りの読みが最も大きくなるものを求めることである．   

シンプレックス法は，この図でいえば，許容直線  

go（ご＝y＝0）から始めて，これ如り約凸包め頂点  

を支点にしてせり上げて行くプロセスである．ある制  

約半直線にそって許容直線をひと目盛り．せり上げたら，  

ト軸の目盛りがどれだけ増加するのか？その値がい  

わゆるリデュースド・コストに対応する」これを比較  

して大きいものを選んで許容直線を制約凸包にぶつか  

るまでせり上げる．これが掃き出し演算によるシンプ  

レックス法の一段階である．こうして，改良が可能な  

図  5   

この他，パラメトリックー．多目的－・．半無限線形  

計画，双対定風合意形成問題等にもこの図解法を用  

いれば・独特の説明が可能になろが・それら）について  

は下の文献川を参照して欲しい．   

【1】柳井 曙「線形計画問題の画線庫標表示l   
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